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第 1 回　ちびっこプロレス教室開催
～本川根青年団＆プロ レスリング ZERO1 ～

in 本川根 B&G 海洋センター
　９月 16 日（日）、Ｂ＆Ｇ海洋センター体育館の特設会場において、ちびっ子のイジメ撲滅・元気ハ
ツラツと題した「第一回　ちびっこプロレス教室」が開催されました。
　この教室はプロレスリング ZERO1 が行っているチャリティー興業の一環として実施されたもので、
開催に際しては本川根青年団が協力を行いました。

　冒頭となる 1時限目では「ち
びっ子プロレス教室」と題し、
ZERO1所属レスラーの北村選手
が指導するなか、プロレスラーが
トレーニングで行う独特なスク
ワットや腕立て伏せなどを体験し
ました。

1 時限目

　2時限目は、本町で空手教室を
行っている日本空手松涛連盟川根
支部による空手の演武や組み手の
披露が行われました。
　また、本町出身で同支部にも所
属していた女子ボクシング日本フ
ライ級チャンピオンの池本夢実選
手も今回のイベントに合わせて凱
旋報告のため来町、地元へのタイ
トル取得の報告とあわせて「世界
の舞台を目指していきたい」と今
後の抱負を語りました。

　３時限目からはプロレスリング
ZERO1の公式試合として、シン
グルとタッグマッチがそれぞれ 2
戦の計 4試合が行われました。
　会場には町民の方々のほか、全
国のプロレスファンなど約 250
人が集まり、目の前で繰り広げら
れる戦いに歓声を上げました。
　藤川区の山本功さんは「リング
との距離が近かったのでとても迫
力があった。場外乱闘にも巻き込
まれたがそれも楽しめた」と感想
を語りました。

ZERO1レスラーの皆さん
ありがとうございました！

●プロレスリングZERO1提供

●中央小学校の合唱

●中川根南部小学校の合奏

●中川根第一小学校の合奏

●本川根小学校の合唱

平成 30 年　北地域小学校音楽発表会
　

10
月
５
日(

金)

、
北
地

域
小
学
校
音
楽
発
表
会
が
文

化
会
館
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
、

中
央
小
学
校
と
中
川
根
第
一

小
学
校
か
ら
４
年
生
以
上
、

本
川
根
小
学
校
か
ら
３
年
生

以
上
、
中
川
根
南
部
小
学
校

か
ら
全
校
児
童
が
参
加
し
、

こ
の
日
に
向
け
て
練
習
し
て

き
た
合
唱
と
合
奏
を
そ
れ
ぞ

れ
発
表
し
ま
し
た
。

　
発
表
会
は
満
員
の
観
客
と

一
体
と
な
っ
た「
花
は
咲
く
」

の
合
唱
か
ら
始
ま
り
、
各
学

校
の
発
表
へ
。

　
発
表
前
に
は
各
小
学
校
か

ら
「
選
ん
だ
曲
へ
の
想
い
」

に
つ
い
て
説
明
が
行
わ
れ
、

演
奏
の
あ
と
に
は
観
客
席
か

ら
惜
し
み
な
い
拍
手
が
送
ら

れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
全
校
発
表
後
に
行

わ
れ
た
講
評
で
は
、
５
年
前

よ
り
講
師
を
務
め
る
四
ノ
宮

た
つ
子
さ
ん
か
ら
「
今
ま
で

教
え
て
き
た
歌
の
文
化
が
学

年
を
こ
え
て
伝
わ
っ
て
い
る

の
を
感
じ
た
」
と
の
言
葉
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
歴
史
あ
る
こ
の
音
楽
発
表

会
で
す
が
、
夏
の
陸
上
大
会

と
同
様
に
練
習
時
間
の
確
保

が
難
し
く
な
る
こ
と
か
ら
、

今
年
で
幕
を
下
ろ
す
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

3 時限目

2時限目
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茶の宴～川根時間～
盛りを迎えた紅葉を愛でながら川根茶を楽しむ催し「川根時間」。
今年も智満寺と茶茗舘の２カ所で開催します。
自然の中で川根茶を味わいながら、ゆったりした秋の「川根時間」を過ごしませんか？

●問合せ：農林課　☎（56）2226

11月23日（金・祝）
９：00～15：00

会場：智満寺・フォーレなかかわね茶茗舘　※両会場間 無料シャトルバス有り

　智満寺では、全国茶品評会で入賞した最高
級の川根茶を堪能したり、「こだわりの川根
茶 50 匠」の中から十数の茶農家による銘茶
の飲み比べができるほか、各茶席には地域の
茶菓子もご用意。
　地元の語りべの方々による町の歴史や寺に
まつわる話を聞きながらの散策、インテリア
茶箱の展示・製作体験のワークショップも予
定しています。

　茶茗舘では、きき茶感覚で川根茶を楽しむ
「茶歌舞伎」や、シャンパングラスで飲む釜
妙り茶のコーナー「TACHIKAMA（たちか
ま）」、お茶の手もみ実演・体験コーナー、さ
らに川根茶産地の沿線お菓子紹介コーナーや
地場産品の販売などもあります。

　紅葉の季節に合わせて「奥大井接岨湖もみじまつり」を開催します。
　今回は、長島ダムふれあい館で、秋の味覚を堪能できる「物産市」、「ミ
ニトロッコ乗車」を開催。長島ダムでは、ダム湖管理用の巡視艇に乗っ
て接岨湖を巡る、毎年講評の「接岨湖巡視体験」、長島ダム内部を見学
できる「長島ダム見学ツアー」を開催。
　紅葉色づく接岨湖の景色を楽しみながら、イベントに参加してみては
いかがでしょうか。

第 15 回 奥大井接岨湖もみじまつり

【申込先】
　国土交通省　中部地方整備局　長島ダム管理所
　☎ 0547（59）1021 ※平日９：00～ 17：00

日　時　：　11月 17日（土）　小雨決行　10：00～ 15：00
会　場　：　長島ダム、長島ダムふれあい館、接岨湖周辺
内　容　：　長島ダム内部探検ツアー
　　　　（各回 20人、ダム内部探検では約 80段ほど階段を昇降します。）
　　　　　　ダム湖巡視体験（各回８人、小学生以上）
　　　　　　物産市、ミニトロッコ乗車
※長島ダム内部探検ツアー、ダム湖巡視体験は事前の電話予約が必要です※
主　催　：　長島ダム水源地域ビジョン推進会議
共　催　：　大井川長島ダム流域連携協議会

五
穀
豊
穣
と
無
病
息
災
を
願
う
秋
の
例
祭

徳
山
神
楽 

奉
納

　

10
月
７
日
（
日
）、
県
指
定
無

形
民
俗
文
化
財
の
徳
山
神
楽
が
、

徳
山
神
社
（
徳
山
区
）
に
て
奉
納

さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
神
楽
は
五
穀
豊
穣
と
無
病

息
災
を
祈
願
す
る
も
の
で
、
起
源

は
江
戸
時
代
ま
で
遡
る
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
当
日
は
徳
山
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
防

災
セ
ン
タ
ー
で
神
事
を
執
り
行

い
、
天
狗
が
率
い
る
祭
り
行
列
が

地
区
を
練
り
歩
き
な
が
ら
、
徳
山

神
社
を
目
指
し
ま
し
た
。

　
夕
方
か
ら
神
社
で
神
楽
が
奉
納

さ
れ
、
徳
山
古
典
芸
能
保
存
会
の

会
員
と
女
子
小
中
学
生
に
よ
り
15

種
類
の
舞
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　
軽
妙
な
お
囃
子
の
音
色
に
合
わ

せ
て
演
じ
ら
れ
る
舞
に
よ
り
、
境

内
は
幻
想
的
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ

ま
し
た
。

①

②

③

⑤

⑦

①
天
狗
が
率
い
る
祭
り
行

列
。
沿
道
の
方
々
に
巫
女
が

御
幣
を
配
り
ま
す　
②
④
地

区
の
女
子
小
中
学
生
が
巫
女

と
し
て
舞
い
手
を
担
い
ま
す　

③
成
人
伝
承
者
に
よ
る
「
八

幡
の
舞
」　
⑤
紙
吹
雪
が
美

し
い
「
三
宝
荒
神
の
舞
」　

⑥
た
い
ま
つ
を
振
り
回
す
勇

壮
な
「
火
の
舞
」　

⑦
「
恵

比
寿
・
大
黒
の
舞
」
は
お
菓

子
の
振
る
舞
い
も
あ
っ
て
子

ど
も
に
大
人
気　
⑧
祈
祷
し

た
湯
を
振
り
ま
き
無
病
息
災

を
祈
願
す
る
「
湯
の
舞
」　

④

⑥

⑧
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９/21 ９/15

９/18 ９/14

９/11販路の拡大を目指します
青ゆず収穫体験ツアーを実施しました
　このツアーは川根本町ゆず組合が主催するも
ので、県が認定する「ふじのくに食の都づくり
仕事人」を対象に募集を実施したところ、5名
の料理関係者が参加しました。
　参加者は、瀬平と水川にある組合員の畑で収
穫体験を行った後、下泉の三ツ星村で新製品の
「ゆずパウダー」を使用したスイーツを試食し
ました。
　富士市で野菜ソムリエをしている小櫛香穂さ
んは「本町のゆずは香りがよく、色々と使い道
が考えられる」と感想を述べました。

日中友好の一環として
中国浙江省龍泉市が表敬訪問で来町しました

今年の成果発表会
さゆり幼稚園のアクアリズム発表会が実施されました
　B&G海洋センターにおいてさゆり幼稚園の
アクアリズム発表会が実施されました。
　同園の年中児及び年長児 10人が、保護者の
前で音楽に合わせた運動を順序よく行い、６月
からの練習成果を披露しました。
　実際に発表を見た保護者の伊藝直さん（徳山）
は「子どもから教室の話を聞いていたが実際に
やっているところが見られてよかった。バタ足
もできるようになっていて嬉しい」と感想を語
りました。

●龍泉市からは 14人の方が来町しました

　選挙権が与えられる18歳を前に、川根高校の
２年生41人への主権教育として、選挙出前授業
を実施しました。
　最初に選挙制度と投票方法についての講義を
受けた生徒たちは、セミナーハウス内に設置さ
れた模擬投票所で投票を行いました。
　川根本町選挙管理委員会と川根本町明るい選
挙推進協議会による立会人が見守る中、本番さ
ながらの雰囲気の中、生徒たちは候補者の政策
などを見比べながら手渡された本物の投票用紙
に記入し、一票を投じていきました。

大切な一票を学ぶ
川根高校で選挙出前授業を実施しました

●実際の選挙と同様に最初の投票者が投票箱が空か確認

●発表会に合わせて幼稚園の水泳授業参観も実施されました

●ゆずパウダーを使用したケーキの説明を受ける参加者

９/17県内海洋クラブの対抗戦
静岡県 B&G スポーツ大会水上の部へ出場しました
　掛川 B&G 海洋センターにおいて、静岡県
B&Gスポーツ大会水上の部が開催され、川根
本町 B&G海洋センターから「チームやんばい
V」として小学生２人、中学生４人、成人４人が
参加しました。
　この大会は県内のB&G海洋センター所属の
海洋クラブがその活動成果を競うもので、今回
は４つの海洋センターから６チームが参加。
　カヌー、ローボート、ＯＰ級ヨットの各部門で
それぞれ年齢別の競技が行われ、カヌーの部に
出場したチームやんばいVは中学生男子の部
３位、成人男子の部１位、カヌーリレー中学生の
部１位と好成績を収めました。 ●オレンジのウェアでカヌー競技に参加する中学生

小学生の生演奏体験
本川根小学校でグランシップ子どもアート体験が実施されました
　（公財）グランシップの活動の一環として、
本川根小学校においてクラシックのミニコン
サートが開催されました。
　フルート・クラリネット・ピアノの３人の奏
者が、それぞれの楽器の特長や音によって感じ
るイメージについて説明しながら５曲を演奏、
児童たちは興味深く耳を傾けていました。
　６年生の山内美琴さんは、「自分でもフルー
トやクラリネットを演奏してみたくなった」と
感想を語りました。

　本町と友好協定を結んでいる中国浙江省龍泉
市より市長以下 14人が来町し、表敬訪問と意
見交換会、町内の視察などが行われました。
　龍泉市の呉松平市長は、あいさつの中で平成
26年に行われた本町からの龍泉市訪問にふれ、
「龍泉市には世界遺産となっている青磁の釜や
宝剣といった伝統技術がある。ぜひまた訪れて
いただきたい」と今後も友好関係を継続してい
きたい意を伝えられました。

●最後は演奏に合わせて元気よく校歌を斉唱しました

ここにも、一つの物語。
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10/６ ９/30

10/４ ９/26

９/25農家民宿の目玉料理を開発
かわねグリーンツーリズム・農家民宿おもてなしメニュー講習会
　上長尾の生活改善センターにおいて、今年か
ら販売開始される「ゆず粉」を活用した料理の
講習会が開催され、町内の農家民宿などから
17人が参加しました。
　今回はかわね来風と志太榛原農林事務所の共
催で、「ふじのくにマエストロシェフ」に認定
されたフレンチシェフの石川光博氏が講師とな
り、地元食材を使用した料理を提案。
　石川シェフは「地元にある色々な良さを食べ
物を通じて発信してもらいたい」と思いを語り
ました。

かわね ICT クラブは毎週水曜日開催
地域 ICT クラブ プログラミング講座が始まりました

川根本町のファンを作るおもてなし
おもてなしの心を伝える「コミュニケーション講座」開催
　今回の講座は交流人口の満足度向上を目指し
てエコティかわねが主催したもので、フリーア
ナウンサーの「神田えり子」氏を講師に迎え、
町内から 25人が参加しました。
　「滑舌と発声の練習」「言いたいことをまとめ
て相手に伝える」「相手の質問から真意をくみ
取るための会話を続ける話術」の 3つを柱と
して実技を中心に講義が行われました。
　神田氏は講義のまとめとして「相手に満足し
てもらえる会話がリピーターにつながるおもて
なしになる」と語りました。

●タブレットでプログラムを作る児童とメンター

　山村開発センター会議室において川根本町赤
十字奉仕団の講習会が実施され、町内の会員32
人が参加しました。
　「災害時高齢者生活支援講習」として、日本赤
十字静岡県支部より派遣された脇田朱己講師に
よる、「避難所生活で発生しやすい高齢者の心と
体の問題とそのケア」についての講習をはじめ、
リラックスマッサージといった実技指導が行わ
れました。
　町奉仕団の佐藤京子委員長は「今回の内容を
避難所で行えれば喜んでもらえると思う。普段
の生活でも使えそう」と感想を語りました。

災害時のケアを学んだ講習会
川根本町赤十字奉仕団が講習会を実施

●毛布で作る防寒着（ガウン）の実習を行う受講者

●講師からインタビュー術の指導を受ける参加者

●今回はゆず粉を活用した 4品の試作と試食が行われました

10/２次回は焼き芋体験を予定しています
子育て支援施設こもれびでさつまいも掘りを実施
　地名の子育て支援施設こもれびにおいてさつ
まいも掘り体験が行われました。
　６月のはじめに施設内の畑に植え付けたさつ
まいもが収穫の時期を迎え、利用者や近隣の方
など20人ほどが集まって収穫を行いました。
　子どもたちは保護者と一緒に長く伸びたつる
を引っ張り、地面から出てくる真っ赤なさつま
いもに歓声を上げていました。
　保護者の板倉亜矢さんは「子どもに土いじり
や栽培の体験をさせることができて良かった」
と感想を語りました。 ●収穫したさつまいもは 11月に焼き芋にするそうです

茶茗舘に響く音色
第16回 秋の夜長を楽しむ会開催
　フォーレなかかわね茶茗舘において、川根四
季の会主催の音楽会「秋の夜長を楽しむ会」が
開催され、町内外から 100 人ほどの参加者が
集まりました。
　島田の大祭りなどでお囃子をしている「囃響
会」の演奏のほか、町内の方による「傘踊り」
や「お話」、「マンドリン演奏」といった演目が
披露されたほか、プロの津軽三味線奏者である
「高橋竹堂」氏による演奏が行われ、参加者は
様々な音色に耳を傾けていました。

　地域 ICTクラブのプログラミング講座がス
タートし、初回の会場となった山村開発セン
ターには参加者となる児童と町民の方々を中心
としたメンター ( 指導者・助言者 ) に加え、保
護者など 50人ほどが集まりました。
　最初に講座で使用する機材についての説明を
受けた参加者は、それぞれが興味のあるものを
選び、思い思いに楽しみながらプログラミング
を学びました。
　講座の様子を見た保護者の方々は「子どもが
こんなに楽しそうにやるとは思わなかった。こ
れなら続けられそう」などと語っていました。

●三味線のほか尺八や胡弓の演奏も行われました

ここにも、一つの物語。
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や
ま
び
こ
号
の
コ
ー
ス

地名集会所 西地名 塩　郷 下泉駅 下泉原 農協茶工場 南部小学校 文　沢 壱町河内 小　竹
Ａコース 着 9：15 　９：40 10：10 10：35 11：00 11：30 13：00 13：50 14：20 14：45

発 9：35 10：00 10：30 10：55 11：20 11：50 13：20 14：10 14：35 15：00
尾呂久保 上長尾集会所 三共生コン 八中集会所 中央小学校 高郷NTT 梅　高 水　川

Ｂコース 着 9：20 10：00 10：25 11：05 13：00 13：25 13：55 14：30
発 9：40 10：20 10：45 11：25 13：20 13：45 14：15 14：50

瀬平集会所 三津間集会所 久野脇集会所 平　谷 下長尾集会所 高郷住宅 原　山 久保尾 向井上 向　井
Ｃコース 着 9：15 　９：40 10：10 10：40 10：55 11：20 13：15 13：45 14：15 14：40

発 9：30 10：00 10：30 10：50 11：05 11：40 13：35 14：05 14：35 15：00
崎平集会所 柳三集会所 田　代 坂　京 総合支所 本川根小学校 寺馬秋葉山常夜灯 富士城

Ｄコース 着 9：20 9：45 10：10 10：50 11：30 13：00 13：25 14：00
発 9：40 10：05 10：30 11：10 11：50 13：20 13：45 14：20

桑野山 沢間区公会堂 八　木 大谷区集会所 寸又峡上駐車場 寸又峡公民館 千頭西御堂
Ｅコース 着 9：30 9：55 10：30 11：00 13：00 13：25 14：15

発 9：50 10：15 10：50 11：20 13：20 13：45 14：35
藤川西平 子育て支援施設 藤川区事務所 小井平 青部集会所 第一小学校 徳山防災センター 正　島 田野口駅

Ｆコース 着 9：15 9：35 10：00 10：30 11：00 13：05 13：30 13：55 14：25
発 9：30 9：55 10：20 10：50 11：20 13：25 13：50 14：15 14：45

上岸集会所 前山区集会所 平　栗 町文化会館 接岨資料館やまびこ 奥泉集会所
Gコース 着 9：30 9：55 10：40 11：15 13：30 14：10

発 9：50 10：15 11：00 11：45 13：50 14：30

【
問
】文
化
会
館　
☎（
59
）３
１
０
６

健康カレンダー・休日当番医・施設の予定などは、予告なく変更する場合があります。確認のうえお出かけください。

日・曜 健康・子育て支援などの予定 ※（ ）は受付時間 休日当番医 各施設の予定 やまびこ号
コース 備 考

16金 いやしの里診療所　一般外来� 9:00～12:00
いやしの里診療所　整形外科遠隔外来（要予約）� 14:00～17:00
ふれあいママ教室　文化会館� 10：00～11：30

C

17土 いやしの里診療所　一般外来� 9:00～12:00 ◆Ｂ＆Ｇ海洋セ：夜休館

18日 大下医院
川根本町下長尾 219-1
0547-56-0019

◆Ｂ＆Ｇ海洋セ：休館
◆文化会館：休館

19月 いやしの里診療所　一般外来� 10:00～12:00
榛原医師会健康診査　徳山コミュニティ� （13：00～14：00）

◆Ｂ＆Ｇ海洋セ：休館
◆文化会館：休館 D

20火 いやしの里診療所　総合診療外来� 9:00～12:00／14:00～17:00
榛原医師会健康診査　山村開発センター� （13：00～14：00）

21水 いやしの里診療所　一般・循環器外来� 16:00～18:00
榛原医師会健康診査　下泉コミュニティ� （13：00～14：00） E

22木
いやしの里診療所　一般外来� 10:00～12:00／14:00～17:00
生活習慣病予防運動教室「歩こうか～い」
　健康増進施設� 13：30～15：00

23金 いやしの里診療所　休診
さくらい整形外科
島田市金谷根岸町 140-15
0547-47-1500

◆Ｂ＆Ｇ海洋セ：夜休館 勤労感謝の日

24土 いやしの里診療所　一般外来� 9:00～12:00 ◆Ｂ＆Ｇ海洋セ：休館
◆文化会館：休館

25日 鈴木内科医院
川根本町徳山 826-1
0547-58-3100

◆Ｂ＆Ｇ海洋セ：夜休館

26月 いやしの里診療所　一般外来� 10:00～12:00
健康づくり相談　千頭東区会館� 9：30～11：00

◆Ｂ＆Ｇ海洋セ：休館
◆文化会館：休館 F

27火 いやしの里診療所　総合診療外来� 9:00～12:00／14:00～17:00

28水 いやしの里診療所　一般・循環器外来� 16:00～18:00
地区健やか講座　久野脇集会所� 10：00～11：30
地区健やか講座　梅高集会所� 13：30～15：00

G

29木 いやしの里診療所　一般外来� 10:00～12:00／14:00～17:00

30金 いやしの里診療所　一般外来� 9:00～12:00
いやしの里診療所　皮膚科遠隔外来（要予約）� 14:30～17:00
2歳・2歳6ヵ月児歯科検診　山村開発センター�（12：50～13：15）

A

▶休日当番医の情報はホームページでご確認ください。
（一社）榛原医師会HP http://www.haibara-med.or.jp/

▶子育て支援施設 ひだまり（藤川）　☎（57）2231　休館日：日、月、祝日　子育て支援施設 こもれび（地名）　☎（56）2700

月
201811くらしの

カレンダー
役
場
本
庁

【代表電話番号】� ☎ 56-1111
１Ｆ　税務住民課  税務室� ☎ 56-2223

戸籍住民室� ☎ 56-2222
くらし環境課� ☎ 56-2236
健康福祉課� ☎ 56-2224
高齢者福祉課 長寿介護室� ☎ 56-2234 

地域包括ケア推進室� ☎ 56-2225
建設課� ☎ 56-2227
会計課� ☎ 56-2228

２Ｆ　総務課� ☎ 56-2220
企画課� ☎ 56-2221
情報政策課� ☎ 56-2232
農林課� ☎ 56-2226

３Ｆ　議会事務局� ☎ 56-2229

【代表電話番号】� ☎ 59-3111
１Ｆ　観光商工課� ☎ 58-7077

支所管理局 窓口業務室� ☎ 58-7070
支所管理室� ☎ 58-7073

教育総務課� ☎ 58-2555
社会教育課� ☎ 58-7080

　文化会館� ☎ 59-3106
　本川根Ｂ＆Ｇ海洋センター� ☎ 59-3332
　山村開発センター� ☎ 56-2231

総
合
支
所
ほ
か

日・曜 健康・子育て支援などの予定 ※（ ）は受付時間 休日当番医 各施設の予定 やまびこ号
コース 備 考

1 木 いやしの里診療所　一般外来� 10:00～12:00／14:00～17:00

2 金 いやしの里診療所　一般外来� 9:00～12:00／14:00～17:00 D

3 土 いやしの里診療所　休診
織田医院
島田市金谷上十五軒 1997
0547-45-3042

◆Ｂ＆Ｇ海洋セ：夜休館 文化の日

4 日 健康まつり　町民ギャラリー� 9：30～14：30
坂井医院
島田市金谷都町 10-1
0547-45-2069

◆Ｂ＆Ｇ海洋セ：休館
◆文化会館：休館

5 月
いやしの里診療所　一般外来� 10:00～12:00
榛原医師会健診結果説明会（10／9田野口受診者）
　田野口集会所� 13：30～15：00

◆Ｂ＆Ｇ海洋セ：休館
◆文化会館：休館 E

6 火 いやしの里診療所　総合診療外来� 9:00～12:00／14:00～17:00
榛原医師会健康診査　山村開発センター� （13：00～14：00）

7 水
いやしの里診療所　一般・循環器外来� 16:00～18:00
健康づくり相談　山村開発センター� 9：00～10：00
定例乳幼児相談　山村開発センター� 10：00～11：30

F

8 木
いやしの里診療所　一般外来� 10:00～12:00
いやしの里診療所　糖尿病・内分泌遠隔外来（要予約）� 14:00～17:00
あそびの教室　第一小周辺散歩� 10：00～11：30

9 金 いやしの里診療所　一般外来� 9:00～12:00／14:00～17:00
榛原医師会健康診査　文化会館� （13：00～14：00） G

10土 いやしの里診療所　一般外来� 9:00～12:00 ◆Ｂ＆Ｇ海洋セ：夜休館

11日 金谷平成クリニック
島田市島 534-1
0547-54-5963

◆Ｂ＆Ｇ海洋セ：夜休館

12月 いやしの里診療所　一般外来� 10:00～12:00
地区健やか講座　奥泉集会所� 10：00～11：30
地区健やか講座　大谷地区集会所� 13：30～15：00

◆Ｂ＆Ｇ海洋セ：休館
◆文化会館：休館 A

13火 いやしの里診療所　総合診療外来� 9:00～12:00／14:00～17:00
榛原医師会健康診査　下長尾集会所� （13：00～14：00）

14水 いやしの里診療所　一般・循環器外来� 16:00～18:00 B

15木 いやしの里診療所　一般外来� 10:00～12:00／14:00～17:00
榛原医師会健診結果説明会（10／19瀬平受診者）
　瀬平集会所� 13：30～15：00

各
種
相
談
・
お
知
ら
せ

社会福祉協議会「よろず相談」
11月7日（水）　９：00～11：30　文化会館
【問】川根本町福祉センター事務所　☎（59）2315
　　川根本町中川根高齢者デイサービスセンター事務所　☎（56）1872

行　政　相　談
11月14日（水）　９：00～11：30　生活改善センター
【問】総務課　☎（56）2220

社会福祉協議会「よろず行政相談」
11月14日（水）　９：00～11：30　生活改善センター

ひきこもり相談
祝日を除く毎週（月）（火）  9：00〜16：00　藤枝総合庁舎
※要予約　中部健康福祉センター福祉課　☎054（644）9281

精神保健福祉総合相談（精神保健、断酒など）
11月6日（火）　中部健康福祉センター（藤枝市） 13：30～ （断酒会）
※要予約　中部健康福祉センター福祉課　☎054（644）9281

志太榛原地域救急医療センター（内科・小児科）
 11月の診療時間

診療時間
月曜～木曜日　午後７時30分～10時
金曜～日曜日　午後７時30分～翌日午前７時
 ※ただし11月2日（金）、9日（金）、16日（金）、23
日（金）、30日（金）の午後10時から翌日午前
７時は小児科のみの診療です。

� ☎054（644）0099

いやしの里診療所11月の診療カレンダー
診療時間　月曜日　　午前10時～正午

火・金曜日 午前9時～午後5時
水曜日　　午後3時～5時
木曜日　　午前10時～午後5時
土曜日　　午前9時～正午

� 【問】診療所　☎（59）2102

『榛原歯科医師会からのひと言アドバイス』
（皆さんの歯に関する質問にお答えします）

Ｑ　入れ歯のお手入れ方法を教えて！
Ａ　①�落として破損したり、水に流し

たりしないよう洗面器などに水
を張り、その上で磨きましょう。

②�入れ歯を外して、流水下で歯ブラシを使用して
清掃します。その時、力を入れすぎないようにし
ましょう。

� 【問】健康福祉課・健康づくり室　☎（56）2224

動画配信のお知らせ
　

◎11月号は「農家民宿お
もてなしメニュー講習
会」・「北地域小学校音楽
発表会」・「徳山神楽」を
予定しています。

動画で見ることができる記事は、下記
のマークが目印です。「かわねフォン」
または町ホームページの「川根本町公
式チャンネル」でご確認ください。

健康づくり「ひとくちメモ」
「健康まつり」の実施について

　11月 4日（日）に「平成 30年度健康まつり」
が町民ギャラリーにおいて開催されます。
　詳しくは 10月下旬の新聞折り込みチラシを
ご覧いただき、ご家族ご近所の方々お誘い合わ
せてご来場ください。

ここにも、一つの物語。
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役場の窓辺から yakuba no madobe kara

総
務
課
・
財
務
管
理
室　
☎（
56
）２
２
２
0　
　

　
川
根
本
町
の
平
成
29
年
度
の
決
算
が
９
月
定
例
議

会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
と
６
つ
の
特
別
会
計
の
１
年
間
の
決
算

額
は
、
歳
入
総
額
が
90
億
３
千
９
０
１
万
円
、
歳
出

総
額
が
87
億
８
７
４
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
の
大
切
な
税
金
を
も
と
に
運
営
さ
れ
て
い

る
町
政
。
昨
年
度
は
ど
の
く
ら
い
の
収
入
が
あ
り
、

ど
の
よ
う
な
目
的
で
使
用
さ
れ
た
の
か
、
決
算
の
概

要
と
財
政
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
一
般
会
計

　

平
成
29
年
度
の
歳
入
総
額
は
63
億
２
千
９
３
１
万

円
、
歳
出
総
額
は
61
億
１
千
74
万
円
で
、
差
し
引
き

額
が
２
億
１
千
８
５
７
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
入
の
状
況
を
み
ま
す
と
、
自
主
財
源
が
22
億
９
千

３
１
６
万
円
【
＋
１
憶
４
千
３
０
３
万
円
】
36
・
23
％
、

依
存
財
源
が
40
億
３
千
６
１
５
万
円
【
△
１
千
９
６
１
万

円
】
63
・
77
％
と
な
り
ま
し
た
。

　
自
主
財
源
の
内
訳
を
み
ま
す
と
、
町
税
は
国
有
資

産
等
所
在
市
町
村
交
付
金
の
減
額
な
ど
に
よ
り

13
億
２
千
５
０
２
万
円
【
△
２
千
６
６
９
万
円
】
で

歳
入
全
体
の
20
・
93
％
と
な
り
ま
し
た
。
繰
越
金
は

平
成
28
年
決
算
に
よ
る
歳
計
剰
余
が
前
年
度
と
比
較

し
て
大
幅
に
減
少
し
た
こ
と
に
よ
り
、

２
億
５
千
２
５
９
万
円
【
△
２
億
７
千
８
８
７
万
円
】

で
３
・
99
％
と
な
り
ま
し
た
。
繰
入
金
は
財
源
不
足

を
補
う
た
め
に
財
政
調
整
基
金
の
取
り
崩
し
を
行
っ

た
こ
と
に
よ
り
、
５
億
１
千
４
６
２
万
円
【
＋

５
億
２
６
４
万
円
】
で
８
・
13
％
と
な
り
ま
し
た
。

　
依
存
財
源
の
内
訳
と
し
て
、
地
方
交
付
税
は
合
併

算
定
替
え
が
段
階
的
に
縮
減
す
る
移
行
期
間
に
入
っ

て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
24
億
９
千
５
４
７
万
円

【
△
１
億
７
千
９
６
０
万
円
】
で
39
・
43
％
と
な
り

ま
し
た
。
町
債
は
町
内
に
２
箇
所
あ
っ
た
旧
ご
み
処

理
施
設
の
解
体
工
事
を
行
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
５

憶
６
千
８
１
７
万
円
【
＋
１
億
８
６
７
万
円
】
８
・

98
％
と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
出
の
状
況
を
性
質
別
に
み
ま
す
と
、
経
常
的
経

費
が
44
億
２
千
２
８
４
万
円
【
+
２
億
１
千
１
１
５
万

円
】
72
・
38
％
、
投
資
的
経
費
が
11
億
１
千
８
５
１
万

円
【
△
５
千
４
４
６
万
円
】
18
・
30
％
、
そ
の
他
の
経

費
が
５
億
６
千
９
３
９
万
円
【
＋
74
万
円
】
9
・
32
％

と
な
り
ま
し
た
。

　
経
常
的
経
費
の
中
の
主
な
も
の
と
し
て
、
人
件
費

は
11
億
１
千
58
万
円
【
＋
91
万
円
】
18
・
17
％
で
ほ

ぼ
前
年
度
並
み
、
公
債
費
は
平
成
27
年
度
に
借
り
入

れ
し
た
合
併
特
例
債
の
元
金
償
還
が
開
始
と
な
っ
た

こ
と
に
よ
り
７
億
２
９
１
万
円
【
+
２
千
８
８
５
万
円
】

11
・
50
％
、
物
件
費
は
小
中
学
校
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教

育
の
推
進
事
業
等
に
よ
り
14
億
５
千
５
５
９
万
円
【
+

２
億
３
千
６
７
１
万
円
】
23
・
82
％
と
な
り
ま
し
た
。

　
投
資
的
経
費
に
つ
い
て
は
、
小
中
学
校
の
無
線
Ｌ

Ａ
Ｎ
整
備
と
い
っ
た
大
き
な
事
業
が
あ
っ
た
一
方

で
、
平
成
28
年
度
に
集
中
し
て
い
た
各
種
観
光
施
設

整
備
事
業
が
完
了
し
た
こ
と
に
よ
り
、
普
通
建
設
事

業
費
は
10
億
５
千
４
３
２
万
円
【
△
８
千
６
７
５
万

円
】
17
・
25
％
と
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

　
平
成
29
年
度
は
、
財
政
調
整
基
金
の
取
り
崩
し
を

行
い
ま
し
た
が
、
基
金
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
町
税
や
地
方
交
付
税
と
い
っ
た
主
要
な
財
源
は

年
々
減
少
し
て
い
く
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
大
変
厳
し

い
財
政
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
、
限
ら

れ
た
財
源
や
保
有
す
る
資
産
を
効
果
的
に
活
用
し
な

が
ら
、
事
業
の
優
先
度
、
緊
急
度
を
見
極
め
、
戦
略

的
な
施
策
展
開
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

平
成
平
成
2929
年
度　
川
根
本
町
の
決
算
状
況
を
報
告
し
ま
す

年
度　
川
根
本
町
の
決
算
状
況
を
報
告
し
ま
す

歳入

町税（20.93％）
13億2,502万円

分担金・負担金（0.03%）
167万円

使用料・手数料（1.60%）
1億101万円

地方交付税（39.43％）
24億9,547万円

国庫支出金（4.20%）
2億6,609万円

県支出金（6.94%）
4億3,921万円

町債（8.98%）
5億6,817万円

その他（4.22%）
2億6,721万円

繰入金（8.13%）
5億1,462万円

繰越金（3.99%）
2億5,259万円

その他（1.55%）
9,825万円

源
財

存
依

自
主
財
源

（36.23%）
22億9,316万円

（63.77%）
40億3,615万円

☆歳入
■自主財源・依存財源
　町税や施設使用料など、
町が自ら収入とすることが
できる財源が「自主財源」。
　地方交付税や国庫支出
金・県支出金など、国や県
から交付される財源及び借
入金が「依存財源」。
■地方交付税
　町の財政力に応じて国か
ら交付されるお金。
■国庫支出金・県支出金
　事業の財源として使い道
が特定された国や県から交
付されるお金。
■町債
　事業を行うために町が国
や金融機関から借りるお金。

☆歳出
■義務的経費
　人件費や扶助費など、支
出することが制度的に義務
付けられている経費。
■扶助費
　社会保障制度の一環とし
て、児童・高齢者・障がい者・
生活困窮者などへの支援に
要する経費。
■公債費
　過去に国や金融機関から借
りたお金を返すための経費。
■物件費
　施設の光熱水費や臨時職
員への賃金、各種委託料な
どの経費。
■繰出金
　一般会計から特別会計へ
支出する経費。
■補助費等
　事務組合や各種公益団体な
どに対する補助金等の経費。

用語解説

歳出

人件費（18.17％）
11億1,058万円

扶助費（5.71%）
3億4,870万円

公債費（11.50%）
7億291万円

物件費（23.82%）
14億5,559万円維持補修費（1.19%）

7,282万円

補助費等（11.99%）
7億3,224万円

繰出金（9.03%）
5億5,204万円

積立金（0.28%）
1,687万円

その他（0.01%）48万円

普通建設事業費〔単独〕
（13.63%）
8億3,294万円

普通建設事業費〔補助〕
（3.62%）
2億2,138万円

災害復旧事業費（1.05%）
6,419万円

費
経
的資
投

経
常
的
経
費

他
の
そ

（72.38%）
44億2,284万円

（18.30%）
11億1,851万円

（9.32%）
5億6,939万円

歳出� 61億1,074万円

歳入� 63億2,931万円

町税の決算額
１人当たりの税額

町民税
（2億8,412万4千円） 40,578円

固定資産税
（9億8,278万円） 140,357円

軽自動車税
（2,636万3千円） 3,765円

町たばこ税
（2,621万7千円） 3,744円

入湯税
（553万8千円） 791円

合計
（13億2,502万2千円） 189,235円

※�一般会計決算額を平成30年3月31日現在
の人口7,002人で割った額です。

ここにも、一つの物語。
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平成29年度１年間の主な使いみち
◆議会費 7,479万円
川根本町議会関係経費に 7,479万円

◆総務費 10億1,454万円
本庁舎・総合支所の維持管理経
費として 4,644万円

自治会の振興のために 2,987万円
高度情報基盤の運営や庁舎内情
報機器維持などの情報政策費と
して

2億175万円

広報かわねほんちょう発行など
広報広聴経費として 685万円

町営路線バスの運行のために 3,983万円
まちづくり事業費として 826万円
長島ダム水源地域振興のために 2,580万円
地籍調査事業のために 1,781万円
文化会館の運営費として 6,734万円
自然エネルギー活用機器設置補
助など環境対策経費として 2,108万円

◆民生費 13億6,855万円
国民健康保険事業特別会計への
繰出金として 1億975万円

介護保険費（繰出金・補助金等） 2億1,788万円
後期高齢者医療費（繰出金・負担
金等） 1億7,052万円

障がい者福祉の充実のために 1億8,799万円
外出支援など老人福祉サービス
のために 1億4,707万円

保育園の運営費として 2億204万円
子育て支援対策として 9,642万円
子ども手当として 5,599万円

◆衛生費 6億6,209万円
簡易水道事業特別会計への繰出
金として 7,560万円

飲料水供給施設の管理・整備の
ために 1,489万円

合併処理浄化槽補助金など環境
衛生の向上のため 1億7,006万円

母子保健・予防・各種健康診断の
ため 4,398万円

町民の健康増進に 1,732万円
地域医療推進費（医療機器購入
など）として 5,505万円

し尿処理のために 1億17万円
ごみ処理のために 1億4,345万円

◆農林水産業費 5億1,905万円
農林業センターの運営費として 3,414万円
農業振興に 1,082万円
茶茗舘等の運営費として 3,486万円
林道改良事業に 1億8,678万円
林業振興に 8,286万円

◆商工費 3億2,974万円
商工業振興費として 2,567万円
観光事業として 1億5,730万円
音戯の郷運営費として 6,876万円
ウッドハウスおろくぼ運営費
（指定管理委託料含む）として 1,806万円

温泉事業特別会計への繰出金と
して 1,090万円

もりのくに運営費（指定管理委
託料含む）として 2,158万円

◆労働費 184万円
勤労者福祉の充実のため 184万円

◆土木費 3億4,517万円
町営住宅の維持管理として 1,413万円
町道や橋りょうの維持・改良事
業のために 2億4,581万円

河川の改修、維持管理のために 3,632万円
◆消防費 3億3,845万円
常備消防事業費として 1億9,068万円
消防団員の報酬や消防団の設備
整備経費に 6,121万円

消防施設整備のために 4,891万円
自主防災組織の活動助成など災
害対策費として 3,765万円

◆教育費 6億8,942万円
通学バスの運営費として 2,837万円
小中学校管理、教育振興のため 1億7,889万円
若者交流センター運営費として 4,844万円
生涯学習の推進のために 724万円
資料館運営経費として 1,047万円
学校給食のために 6,891万円
海洋センター運営費として 3,436万円
社会体育施設の整備、維持管理
のために 2,639万円

◆災害復旧費 6,419万円
町道、林道の災害復旧のために 6,419万円

◆公債費 7億291万円
町債の元利償還金として 7億291万円

注）決算の区分は地方財政状況調査に基づきます。

健全化判断比率及び資金不足比率の公表
「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全

化
に
関
す
る
法
律
」に
基
づ
き
、

平
成
29
年
度
の
比
率
に
つ
い
て
、

皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
実
質
赤
字
比
率
】

　

一
般
会
計
等
（
一
般
会
計
、

い
や
し
の
里
診
療
所
特
別
会

計
）
の
赤
字
の
大
き
さ
を
示
す

も
の
で
す
。
収
入
か
ら
支
出
を

差
し
引
い
た
額
を
標
準
財
政
規

模
（
※
）
で
割
り
算
し
た
数
値

で
す
。

※�

標
準
財
政
規
模
と
は
、
町
が

１
年
間
に
通
常
収
入
さ
れ
る

町
税
や
普
通
交
付
税
な
ど
の

一
般
財
源
。

【
連
結
実
質
赤
字
比
率
】

　
す
べ
て
の
会
計
（
一
般
、
国

保
、
後
期
高
齢
、
介
護
、
簡

水
、
温
泉
、
診
療
所
）
に
お
け

る
町
全
体
の
赤
字
の
大
き
さ
を

示
す
も
の
で
す
。
す
べ
て
の
会

計
の
赤
字
と
黒
字
を
合
算
し
た

額
を
標
準
財
政
規
模
で
割
り
算

し
た
額
で
す
。

【
実
質
公
債
費
比
率
】

　
１
年
間
に
町
が
地
方
債
の
返

済
に
負
担
し
た
額
の
大
き
さ
を

示
す
も
の
で
す
。
返
済
額
か
ら

普
通
交
付
税
で
国
が
負
担
し
て

く
れ
る
額
は
控
除
さ
れ
る
た

め
、
実
質
的
な
持
ち
出
し
分
が

算
出
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　
年
間
の
返
済
額
か
ら
普
通
交

付
税
で
国
が
負
担
し
て
く
れ
る

額
を
控
除
し
た
額
を
標
準
財
政

規
模
で
割
り
算
し
た
数
値
で

す
。

※�

過
去
３
カ
年
の
平
均
数
値
を

使
用
。

【
将
来
負
担
比
率
】

　

町
が
将
来
負
担
す
べ
き
額

（
現
時
点
で
支
払
い
が
約
束
さ

れ
て
い
る
も
の
）
の
大
き
さ
を

示
す
も
の
で
す
。

　
負
担
額
か
ら
普
通
交
付
税
で

国
が
負
担
し
て
く
れ
る
額
、
町

の
基
金
な
ど
を
控
除
し
た
額
を

標
準
財
政
規
模
で
割
り
算
し
た

数
値
で
す
（
平
成
29
年
度
は
控

除
額
が
負
担
額
を
上
回
っ
た
た

め
ゼ
ロ
と
な
り
ま
し
た
）。

【
資
金
不
足
比
率
】

　
町
で
運
営
す
る
公
営
企
業
会

計
（
簡
易
水
道
事
業
特
別
会

計
、
温
泉
事
業
特
別
会
計
）
の

資
金
不
足
額
の
事
業
規
模
に
対

す
る
割
合
を
示
す
も
の
で
す
。

（
診
断
結
果
）

　
平
成
29
年
度
決
算
は
、
昨
年

度
同
様
、
国
で
示
す
早
期
健
全

化
基
準
を
大
き
く
下
回
っ
て
い

ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
数
値
か
ら
、
川
根

本
町
の
財
政
状
況
は
「
健
全
段

階
」
に
あ
る
と
言
え
ま
す
。

　
今
後
も
、
将
来
の
負
担
を
考

え
、
財
政
の
健
全
運
営
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

健全化判断比率 川根本町 早期健全化基準 財政再生基準
実質赤字比率 －（赤字なし） １５．０％ ２０．０％
連結実質赤字比率 －（赤字なし） ２０．０％ ３０．０％
実質公債費比率 ４．５０％ ２５．０％ ３５．０％
将来負担比率 － ３５０．０％

資金不足比率 川根本町 経営健全化基準
簡易水道事業会計 　－（なし） ２０．０％温泉事業会計 　－（なし）

地方債（借金）・積立金（貯金）現在高の推移

借金残高

貯金残高

（千円）

0

100000

200000

300000

400000

500000

600000

700000

800000

平成22年度

62億
9,246万円

38億
2,142万円

59億
5,722万円

38億
2,474万円

55億
2,711万円

38億
4,921万円

50億
611万円

43億
2,002万円

53億
236万円

39億
4,091万円

59億
2,847万円

38億
8,400万円

57億
6,296万円

38億
9,279万円

56億
6,706万円

33億
9,531万円

平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

ここにも、一つの物語。
広報かわねほんちょう 1415



役場の窓辺から yakuba no madobe kara

健
康
福
祉
課
・
こ
ど
も
支
援
室　
☎（
56
）２
２
２
４

「
さ
ゆ
り
幼
稚
園
」の

「
さ
ゆ
り
幼
稚
園
」の

新
規
入
園
児
を
募
集
し
ま
す

新
規
入
園
児
を
募
集
し
ま
す

 
教
育
方
針
に
つ
い
て

①�

運
動
指
導
・
野
外
活
動
：
幼
児
期
に
適
切
な
運
動
や
水
泳
の
指
導
を
通
し
て
、

身
体
と
と
も
に
知
能
の
発
育
を
促
し
、自
信
を
育
て
ま
す
。
野
外
活
動
の
機
会

を
多
く
持
ち
、自
然
へ
の
畏
敬
の
念
や
探
究
心
を
養
い
、体
力
を
増
強
し
ま
す
。

②�

音
楽
と
表
現
活
動
：
音
楽
の
感
性
を
養
い
心
を
育
て
る
た
く
さ
ん
の
歌
を
歌

い
ま
す
。身
体
表
現
や
楽
器
演
奏
を
通
し
て
、音
楽
の
楽
し
さ
を
体
験
し
ま
す
。

③�

知
的
発
達
活
動
：
幼
児
の
知
的
興
味
を
誘
う
教
材
や
遊
具
を
用
い
、
全
国

共
通
の
教
育
要
領
に
基
づ
い
た「
遊
び
」を
通
じ
、
一
人
一
人
の
個
性
に
応

じ
た
発
達
を
促
し
ま
す
。

④�

心
の
教
育
：
目
に
見
え
な
い
高
い
精
神
に
対
す
る
尊
敬
の
心
を
養
い
、
神

秘
を
受
け
止
め
る
心
を
大
切
に
し
ま
す
。
ま
た
、
生
ま
れ
て
き
た
こ
と
に

感
謝
し
、お
互
い
に
認
め
合
い
、穏
や
か
な
人
と
人
と
の
関
係
を
育
て
ま
す
。

 

入
園
の
ご
案
内

①�

通
園
時
間
：
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
３
時
ま
で（
※
ご
希
望
に
よ
っ
て

は
、通
園
バ
ス
の
便
宜
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、ご
家
庭
の
事
情
に
よ
り
、通

常
時
間
を
越
え
て
の
預
か
り
保
育
を
午
後
５
時
ご
ろ
ま
で
実
施
し
ま
す
。）

②�

休
園
日
：
土
・
日
曜
日
、国
民
祝
祭
日（
※
第
１
、第
３
土
曜
に
は
、小
学
生

と
合
同
の
土
曜
学
校
を
開
催
し
ま
す
。）

③�

入
園
の
条
件
：
満
３
歳
に
達
し
た
ら
、
年
度
の
途
中
か
ら
で
も
入
園
で
き

ま
す
。
２
歳
児
の
入
園
に
つ
い
て
も
、ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

④�

納
付
金
：「
子
ど
も
子
育
て
支
援
制
度
」の
適
用
に
よ
り
町
の
支
援
を
受
け

て
、所
得
に
応
じ
た
保
育
料
と
な
り
ま
す
。

⑤�

申
込
受
付
期
間
：
11
月
30
日
ま
で

【
問
】
学
校
法
人
か
わ
ね
学
園
さ
ゆ
り
幼
稚
園（
徳
山
８
４
５
）

　
　

 

☎（
57
）２
２
３
３　
Ｆ
Ａ
Ｘ（
57
）２
２
３
９

総
務
課　
☎（
56
）２
２
２
０

運
転
免
許
証
自
主
返
納
者
へ
の
サ
ポ
ー
ト
の
輪
が
広
が
っ
て
い
ま
す

運
転
免
許
証
自
主
返
納
者
へ
の
サ
ポ
ー
ト
の
輪
が
広
が
っ
て
い
ま
す

　
静
岡
県
警
察
で
は
、自
治
体
・
企
業
の
協
力
を
得
て
、免
許
証
を
自
主
返
納
し
た

高
齢
者
の
方
に
対
す
る
生
活
支
援
と
し
て
公
共
交
通
機
関
の
運
賃
割
引
、
福
祉
用

具
の
割
引
等
の
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る「
運
転
免
許
自
主
返
納
者
サ
ポ
ー
ト
事

業
」を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
サ
ポ
ー
ト
店
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
る
自
治
体
・
店
舗
で
は
、「
運
転
経
歴
証

明
書
」
を
提
示
す
る
と
、
公
共
交
通
機
関
の
運
賃
割
引
や
福
祉
用
具
の
割
引
な
ど

サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
本
事
業
の
趣
旨
に
ご
賛
同
い
た
だ
き
サ
ポ
ー
ト
店
と
し
て
加
盟
し
て
い
た
だ
け
る

事
業
所
、
店
舗
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
島
田
警
察
署
交
通
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　
サ
ポ
ー
ト
店
や
サ
ー
ビ
ス
内
容
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
警
察
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、島
田
警
察
署
交
通
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
】
島
田
警
察
署　
交
通
課　
☎（
37
）０
１
１
０　
内
線 

４
１
２

く
ら
し
環
境
課　
☎（
56
）２
２
３
６

ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
器
導
入
促
進
事
業
費
補
助
金
に
つ
い
て

ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
器
導
入
促
進
事
業
費
補
助
金
に
つ
い
て

　
川
根
本
町
で
は
、「
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
」「
太
陽
熱
温
水
器
」「
ヒ
ー
ト
ポ

ン
プ
型
給
湯
器
」「
潜
熱
回
収
型
給
湯
器
」「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
給
湯
器
」
を
設
置
す

る
方
を
対
象
と
し
た
補
助
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

　
設
置（
新
設
・
取
替
え
）を
考
え
て
い
る
ご
家
庭
は
、
ぜ
ひ
こ
の
制
度
を
ご
活
用

く
だ
さ
い
。
※
修
理
は
不
可
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
役
場
く
ら
し
環
境
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

【
問
】
川
根
本
町
役
場　
く
ら
し
環
境
課　
環
境
政
策
室

　
　

 

☎（
56
）２
２
３
６　
Ｆ
Ａ
Ｘ（
56
）１
１
１
７

エコティかわね 事務局長

神東美希
の

◆川根のみきてぃとまるちゃんが綴る「ブログ版　川根本町エコティ日記」 http://ecotkawane.eshizuoka.jp/

今年の夏は猛暑、大雨、台風、地
震と全国各地で自然災害に

見舞われましたね。自然に囲まれ、
支えられている自分の暮らし。自
然を資源として活用しているエコ
ティかわねの仕事。改めて「自然の
恵みと脅威」について考えるきっ
かけとなりました。

台風の影響で大井川の水が
濁っています。夢の吊橋の

下、奥大井湖上駅の下の湖面も然
り。「観光業界にとっては大打撃
だ！」と思い込んでいた私の思い
込みを覆す出来事がありました。

大井川鐵道井川線の列車に
乗った時のこと。雨が降って

川の水も濁っていました。しかし、
観光客らしき乗客から聞こえてき

たのは「すごいキレイ！癒される
～」という言葉。　

そうです。お客様にとってはト
ロッコ列車に乗ること自体

がワクワクする冒険だし、車窓の
景色はどれも新鮮に映るのです。

地元の私たちは「今年の紅葉は
イマイチだよ」など、例年と比

べて言ってしまうのですが、それは
お客様に自分の価値観を押し付け
ていることに他ならないのです。

カヤック体験を希望されるお
客様にも「台風の影響で湖面

が濁っていますが、それでもよろ
しいですか？」と事前に確認しま
す。するとほぼ全員が「それでもや
りたいです」と答えるのです。

キレイな所ばかりじゃなく、あ
りのままの自然に触れてい

ただくことも、私たちの役割かも
しれません。「もう一度来たい」と
思ってもらうチャンスと捉えるこ
ともできますし。

常連のお客様が嬉しい言葉を
くださいました。「来る度に

やり残したことがあるから、また
来たくなる。川根本町ってディズ
ニーランドみたい！」　

ミッキーマウスもいなけりゃ、
シンデレラ城もないし、派手

なパレードもやれません。でも私
たちの暮らすこの町に来ることを
楽しみにしてくださるお客様が確
実にいらっしゃいます。そういう
一人ひとりのお客様を大切に、小
さな観光（感幸）をお届けするの
が、私の使命であり喜びです。

一般社団法人エコティかわね
川根本町桑野山424-6
電話：0547-58-7000
ファクス：0547-58-7001
E-mail:ecotkawane@gmail.com

神東美希（かんとう みき）
平成24年５月から川根本町エコツーリズムネットワーク事
務局を担当。平成28年４月から一般社団法人エコティかわ
ねの事務局長としてエコツーリズムを核とした様々なまちづ
くり事業を展開。

SUP（スタンドアップパドル）のツアー
化を目指して練習中の会員たち

平
成
平
成
3131
年
度
年
度

４
月
か
ら
の

４
月
か
ら
の

健
康
福
祉
課
・
こ
ど
も
支
援
室　
☎（
56
）２
２
２
４

1111
月
は　
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
で
す

月
は　
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
で
す

「
未
来
へ
と　
命
を
繋
ぐ　
１
８
９（
い
ち
は
や
く
）」

　
児
童
相
談
所
へ
の
児
童
虐
待
相
談
件
数
は
、年
々
増
え
続
け
て
い
ま
す
。

　
29
年
度
中
の
対
応
件
数
は
、１
３
３
、７
７
８
件（
速
報
値
）で
、過
去
最

高
と
な
り
、前
年
度
比
１
０
９・１
％
で
し
た
。
子
ど
も
の
生
命
が
奪
わ
れ

る
な
ど
、重
大
な
事
件
も
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
児
童
虐
待
は
、社
会
全
体
で

早
急
に
解
決
す
べ
き
重
要
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
ふ
ま
え
、
厚
生
労
働
省
は「
児
童
虐
待
防
止
法
」が
施

行
さ
れ
た
11
月
を「
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
」と
位
置
づ
け
、
全
国
の
各

市
町
村
と
と
も
に
、広
報
・
啓
発
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

▼
児
童
虐
待
と
は
…
①
身
体
的
虐
待（
殴
る 

蹴
る 

た
た
く 

激
し
く
揺
さ
ぶ

る 

や
け
ど
を
さ
せ
る 

溺
れ
さ
せ
る 

戸
外
に
締
め
出
す　
な
ど
）、②
心
理
的
虐
待（
暴

言 

言
葉
に
よ
る
脅
し 

無
視
す
る 

き
ょ
う
だ
い
間
で
の
差
別
的
扱
い 

子
ど
も
の
目
の
前
で

の
家
庭
内
暴
力　
な
ど
）、
③
ネ
グ
レ
ク
ト（
食
事
を
与
え
な
い 

家
に
閉
じ
込
め
る 

ひ

ど
く
不
潔
に
す
る 

通
学
さ
せ
な
い 

病
気
に
な
っ
て
も
病
院
に
連
れ
て
行
か
な
い 

自
動
車

の
中
に
放
置
す
る　
な
ど
）、
④
性
的
虐
待（
子
ど
も
へ
の
わ
い
せ
つ
な
行
為 

性
的
行
為

の
強
要 

性
器
を
触
る
・
触
ら
せ
る 

ポ
ル
ノ
ビ
デ
オ
を
見
せ
る　
な
ど
）
が
あ
り
ま
す
。

　
虐
待
か
な
と
思
っ
た
ら
…
大
切
な
の
は
、子
ど
も
の
心
身
の
安
全
を
守
る
こ

と
で
す
。
虐
待
の
早
期
発
見
は
、
子
育
て
に
悩
む
保
護
者
へ
の
支
援
に
つ

な
が
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
子
育
て
に
悩
ん
だ
ら
…
ひ
と
り
で
悩
み
を
抱
え
込
ま
な
い
で
、周
囲
の
人
や

相
談
機
関
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル　
１いち 

８はや 

９く 

番　
ま
た
は　

川
根
本
町
役
場 

健
康
福
祉
課　
☎（
56
）２
２
２
４�

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い

観
光
商
工
課　
☎（
58
）７
０
７
７

働
き
方
改
革
関
連
法
が
成
立
し
ま
し
た

働
き
方
改
革
関
連
法
が
成
立
し
ま
し
た

　
働
き
方
改
革
関
連
法
の
施
行
に
よ
り
、
事
業
所
に
お
け
る
残
業
時
間
の

制
限
、
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
所
の
月
60
時
間
を
超
え
る
残
業
に
対
す

る
割
合
賃
金
率
の
引
き
上
げ
、
一
人
1
年
あ
た
り
5
日
間
の
年
次
有
給
休

暇
の
取
得
な
ど
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。詳
し
く
は
、静
岡
労
働
局
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ（「
静
岡
労
働
局
」で
検
索
）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
問
】
静
岡
労
働
局
雇
用
環
境
・
均
等
室　
☎
０
５
４（
252
）５
３
１
０

ここにも、一つの物語。
広報かわねほんちょう 1617



教
育
委
員
会
社
会
教
育
課 

☎（
58
）７
０
８
０

移
動
図
書
館
や
ま
び
こ
号 

☎（
59
）３
１
０
６

生
涯
学
習
の
ひ
ろ
ば

○町民ギャラリー（年中無休）
◦みんなの作品展
…中川根南部小・中央小・中川根第一小のみなさん

○文化会館
◦文化祭作品展

11月の展示 ※月末および月初めは、作品の入れ替え作業により、展示作品が変わる場合があります。

皆さまお誘いあわせのうえご観覧下さい！

毎月１回地元に古くから伝わる民話を「語り」紹介します。是非聞きにきてください。

１．開催日時　平成30年11月18日（第三日曜日）1回目 11：00～� 2回目 13：30～
２．開催場所　茶茗舘　３．語り手　木村愛子・西村かつ子・勝川邦子

（語り手は都合により変更する場合があります。）
� 中川根語り部の会「話楽座」（事務局/薗田はる ☎（56）0374）

川根自動車株式会社
川根本町上長尾869-2　　☎0547（56）0150

私の主治医は川根自動車さんです。診立てがいい、番頭さんがいい、
出来上がりがいい。もうかれこれ38年おつきあいしてきました。
これからもよろしくお願い致します。

カローラアクシオオーナー　島田市相賀　増田さん

資料館やまびこ休館日　　毎週火曜日、５日（月）11月の予定

11月は「子ども・若者育成 
支援強調月間」です。

　11月は子ども・若者育成支援強調月間として定められています。
　子どもが健全に成長するためには、大人が「地域の子どもは地域の大人が育てる」という意識を持
ち、子ども達を積極的に地域に関わらせていくことが大切です。
　現代の子ども・若者を取り巻く状況は深刻かつ多様になっており、いじめの深刻化やスマートフォン
への依存による生活の乱れ、ニート・ひきこもりなどが問題となっています。
　大人から挨拶や声かけをするなど、子ども・若者の健全な成長のためにできることを考え、行動して
みませんか。

むつみ学級が 
開催されました

　８月29日（水）、山村開発センターにおいてむつみ学級
第2回学習会が開催され、参加者は2つのテーマについて
学習しました。
　日本考古学協会員・県文化財保護指導員である池田純さ
んを講師に迎えた「川根本町内にある遺物・遺跡とその頃
の生活について」では、約4万年前から人が生活していた

こと、町内で出土
した土器・石器に関する説明を聞き、遙か昔の縄文時代の生活
について学びました。数万年前からこの土地に連綿と続く現在
の私たちの生活を振り返り、これから先はできるだけ環境にや
さしい暮らしを心がけ、
後世につなげていくこと
が大切だと感じました。
　大手利公さんと仲間達
（大手瑛子さん・鈴木初次

さん）を講師に迎えた「みんなで歌おう」では、参加者が知っ
ている懐かしい歌をギターの伴奏に合わせて思う存分大きな声
で歌いました。昔に流行した「歌声喫茶」をほうふつとさせ、
爽快感を感じさせるひとときになりました。

平成30年度  川根本町 
ＰＴＡ連絡会講演会

川根本町PTA連絡会＆家庭教育学級事業による教育講演会を開催します。
どなたでも聞くことができます。ぜひご来場ください。

日　　時：平成30年11月８日（木）午後７時～
会　　場：川根本町文化会館
講　　師：太田　肇　氏　（同志社大学政策学部教授）

タイトル：「自ら伸びる子を育てるには」
問合せ先：社会教育課　☎（58）7080
　　　　　川根本町PTA連絡会事務局（中川根中学校）　☎（56）0013

ぬり絵・切り絵 
作品展示

　８月１日～８月30日まで町民ギャ
ラリーにおいてぬり絵・切り絵展を
開催しました。下長尾の森下元司さ
ん、森下かつよさん、梶山昭一さ
ん、青部の和出正子さんの４人の作
品で、森下かつよさんの作品は95
歳というご高齢でありながら、年齢
を感じさせない素晴らしい作品でし
た。
　ぬり絵は、細かい数多くの部分を
色の構成を考え、ぼかし等を加えて

塗っていく根気のいる作業で、頭と手先を使うことから、認知症にも良いとされていま
す。これからも多くの作品をお待ちしております。

森下かつよさん（95歳）と森下元司さん親子

すすこやか大学が開催されますこやか大学が開催されます
〇第３回学習会　物づくり講座 Ⅱ

　“菓子籠つくり”
　講師／梅澤貞夫さんと仲間達（春野町）

11月７日（水）　北部　文化会館　
　　14日（水）　中部　徳山コミュニティ防災センター
　　21日（水）　南部　山村開発センター
※�竹ひごでお菓子や果物を載せる菓子籠を編みま
す。日常使える、温かみのある竹細工製品です。

むつみ学級が開催されますむつみ学級が開催されます
〇第４回学習会

　“そば打ち体験”
　講師／山田信之さん（島田市）

11月28日（水）　文化会館
※�見た目にも美しく、そば本来の
美味しさを味わえる
二八そばの打ち方を
学びます。

▲出土した壺の前での講義

▲みんなで歌おう

太田　肇 氏

ここにも、一つの物語。
広報かわねほんちょう 1819



番25号 エスパティオ）
会費：無料（別途入館料がかかります）

【問】静岡科学館る・く・る
　☎ 054（284）6960

静岡県教育委員会主催ふれあい事業・
参加型体験活動事業のお知らせ

静岡県教育委員会
①にこにこ家族
　～手作りで迎えるお正月～
　「家族で力を合わせ、手作り門松
を完成させましょう！餅つきも行
いますよ！」
日時：平成30年12月15日（土）正午～
� 16日（日）午後２時（１泊２日）
場所：静岡県立焼津青少年の家
内容：家族で１組（２個）の門松づ
くり（高さ60cm 幅50cm 程度）、
餅つき体験、松ぼっくりツリーづ
くり（希望制）
対象：家族親子
定員：17家族（定員を超えた場合
は抽選）
参加費：
　小学生以上� 3,500円
　３歳～小学生未満� 2,600円
　３歳未満� 1,000円
� （食費・餅つき・リネン代金等）
＊�その他に門松材料費一家族あた
り1,800円です。
＊�松ぼっくりツリー作りを希望す
る方は、材料費1個200円です。

申込：�平成30年11月3日（土）午前９時
� ～23日（金）午後５時

　焼津青少年の家へ電話でお申し
込みください。

【問】静岡県立焼津青少年の家
�（担当者　教育主任　世古雄馬）
　☎ 054（624）4675

②チャレンジスクール2018冬
　～明日に向かって歩こう～
　今年の冬は、学校や家ではでき
ない貴重な体験をしてみません
か？早朝ハイキングや餅つき体
験、門松づくりなど楽しい活動が
いっぱいです。
日時：平成30年12月25日（火）午前10時
� ～27日（木）午後2時30分（２泊３日）
場所：静岡県立焼津青少年の家及
び焼津市内
内容：高草山早朝ハイキング、餅
つき体験、門松づくり（高さ60cm
幅50cm程度）など
対象：小学４・５・６年生及び中学
1年生
定員：100人（定員を超えた場合は
抽選）
参加費：8,500円（食事、リネン、門
松材料等活動経費、保険料等）
申込：平成30年11月1日（木）～
� 29日（木）（必着）
　所定の申込書を焼津青少年の家
へ郵送または持参してください。
申込書は焼津青少年の家ＨＰから
ダウンロードできます。

【問】静岡県立焼津青少年の家
�（担当者　教育主任　岡澤寿明）

　☎ 054（624）4675

自衛官募集
自衛隊藤枝地域事務所

【自衛官候補生】
　自衛官として最も一般的で、曹
及び幹部への道も開かれたコ－ス
で2～3年を一任期として勤務す
ることになります。
応募資格：18歳以上33未満の者
受付期間：年間を通じて行ってお
ります。
試験期日：受付時にお知らせします。

【陸上自衛隊高等工科学校】
　自衛隊の技術部門における陸曹
を養成するコ－ス
応募資格：男子で中卒（見込含む）17
歳未満の者（平成31年４月１日現在）
受付期間：
①推薦　平成30年11月1日（木）～
� 30日（金）
②一般　平成30年11月1日（木）～
� 平成31年1月７日（月）
第１次試験：
①推薦　平成31年1月5日（土）～
� 7日（月）までの間の指定する1日
②一般　平成31年1月19日（土）

【問】自衛隊藤枝地域事務所
　☎ 054（643）6391

川 根 本 町 の 人 口 平成30年10月１日現在

世帯数 2,925世帯（ －1 ） 出生 1 人

総人口 6,925 人 （ －19 ） 死亡 11 人

男　性 3,374 人 （ －9 ） 転入 20 人

女　性 3,551 人 （ －10 ） 転出 29 人
※（　）内は前月比、右欄は前月中の異動　※外国人の数を含む

今 月 の 納 期
国民健康保険税� 第５期分
後期高齢者医療保険料� 第４期分
水道使用料� 11月分
納期限及び口座引落し日は11月30日です。
なお、口座振替の方は残高の確認をお願いします。

税務住民課 ☎（56）2223

小売りいたします　お気軽にどうぞ
町内への配達もいたします

川 根 本 町 上 岸 110 ☎ 0547-59-2155

株式
会社

川根本町上長尾861-35　☎・�FAX0547-56-1177
http://www.citydo.com/sp/0547-56-1177

墓石・燈籠・各種石材加工

藤田石材店

行政書士無料相談会を実施します
県行政書士会島田支部

　静岡県行政書士会島田支部は、下
記日程により無料相談所を開設し、
皆さまのご質問にお答えします。
行政書士は、頼りになる街の法律
家です。お気軽にご利用ください。
日時：11月4日（日）
　　 午前9時から午後3時まで
場所：川根本町役場本庁（上長尾
627）駐車場（町産業文化祭会場）
相談内容：遺言・相続手続き、農地
転用申請など

【問】県行政書士会島田支部（担当 
中澤荘也）　☎ （56）1330

相談窓口のお知らせ
島田税務署

◆インターネット上の税務相談室
　「タックスアンサー」
　国税庁ホームページの「タックス
アンサー」は、インターネット環境の
あるパソコンのほかスマートフォン
や携帯電話からも利用できます。
◆電話相談センター
　国税に関する一般的なご相談は、
電話相談センターをご利用ください。
①島田税務署へお電話をお掛けく
ださい。②自動音声によりご案内
しますので、1を押してください。
（案内の途中でも押すことができ
ます。）③自動音声に従って、相談
したい内容の番号を選択してくだ
さい。
　受付時間は8:30～17:00（土日
祝日、年末年始を除く。）です。

【問】島田税務署　☎ （37）3121

第10回児童虐待防止静岡の集い
児童虐待防止静岡の集い実行委員会
日時：平成30年11月10日（土）
　　 午後１時～午後5時

内容：
≪第一部≫ 講演会
（講師）�広岡智子氏（子どもの虐待防

止センター理事・相談員）
（会場）�静岡県総合社会福祉会館 703会議室
　　 静岡市葵区駿府町1-70
　　 ☎054（254）5221
≪第二部≫ 街頭パレード、オレン
ジリボンたすきリレー（同時進行）

【問】実行委員会事務局
　☎ 0545（52）0402
FAX 0545（52）3655

裁判員制度
まもなく名簿記載通知を発送します！

静岡地方裁判所
◆裁判員候補者名簿ができるまで
　裁判員候補者名簿は、市区町村
の選挙管理委員会が選挙人名簿か
らくじで無作為抽出した名簿を基
に、全国の地方裁判所で作成され
ます。
　平成31年（2019年）の名簿に登
録される人数は、全国で約23万
3,300人です（選挙人名簿登録者全
体に占める割合は、約455人に１人）。
◆裁判員候補者名簿記載通知について
　平成31年（2019年）の裁判員候
補者名簿に登録された方には、本
年11月中旬に名簿に登録された
ことの通知（名簿記載通知）をお
送りします。この通知は、来年2月
ころからの約1年間に裁判所にお
越しいただき、裁判員に選ばれる
可能性があることを事前にお伝え
し、あらかじめ心づもりをしてい
ただくためのものです。なお、この
段階では、まだ具体的な事件の裁
判員候補者に選ばれたわけではあ
りませんので、すぐに裁判所にお
越しいただく必要はありません。
（実際に裁判所にお越しいただく
ことになった場合には、別途お知
らせします）

【問】裁判員制度ウェブサイト

http://www.saibanin.courts.go.jp/
※�平成31年の元号の表示につきましては、
便宜上、平成を使用するとともに西暦を
併記しております。

島田消防署で 
「消防見学会」を開催します

島田消防署
　静岡市消防局島田消防署では、
消防に対し理解を深めていただき、
ご協力を得ることで、安心安全なま
ちづくりを推進するため、消防見学
会を開催いたします。（小雨時は一
部縮小、悪天候時は中止します）
内容：①消防車、資機材展示
②消防体験（はしご車乗車体験、放
水体験、ミニ消防車乗車体験、煙体験
ハウス、防火服着装体験、救急体験）
※�はしご車・ミニ消防車乗車体験
は整理券配布予定
③消防庁舎施設見学
　どなたでも参加でき、申し込み
は不要です。
日時：平成30年11月17日（土）
　　 正午から午後３時まで
場所：静岡市消防局島田消防署
島田市旗指513番地の1

【問】島田消防署　管理係
　☎ （37）0119

サイエンスキッズ育成事業
あつまれ！ふしぎひろば
静岡科学館る・く・る

　奥大井音戯の郷をはじめとし
た、静岡県中部地区の博物館・学
校などの皆さんが、楽しい実験や
工作のブースを出展します。川根
本町在住の小・中学生は、「あつま
れ！ふしぎひろば」のチラシを持
参で静岡科学館の入館料が無料に
なります。（※11/23のみ有効）
日時：11月23日（金・祝）
　　 午前10時～午後3時30分受付
　※正午～午後1時は休憩
会場：静岡科学館る・く・る　9階
企画展示室（静岡市駿河区南町14

■本庁代表 ☎（56）1111　■総合支所代表 ☎（59）3111

農機具の購入・修理・改造など、お気軽にご相談下さい。
地域のお店だからこそ、丁寧に・迅速に対応致します。

川 根 本 町 上 長 尾 7 9 5 － 1
Tel・Fax 56-0006　IP 050-3363-2252前 田 機 材

◇11月のお買得情報◇
発電機・溶接機・チエンソー・草刈り機など新ダイワ製品がお買得！！

　： 草刈り機 33％OFF　インバータ発電機 IEG900M-Y/M（オープン） ￥78,000-（メーカーキャンペーン価格￥86,400）
　： チエンソー 28％OFF  発電機兼用溶接機 EGW2800MI 定価￥473,040、￥240,000- 　溶接ケーブル付￥259,200-
例
例

新ダイワ製品特価キャンペーン

常時、農機・建機・電動工具等は 現金価格 = 展示会価格にて販売致します！

ここにも、一つの物語。
広報かわねほんちょう 2021



ご近所から、当院まで送迎車にて無料送迎いたします。
ご予約は電話にてお願いします。

（当院に初めて受診される方もご利用いただけます）

眼科患者さん無料送迎いたします。 島田眼科クリニック
住所：島田市栄町４-19（木材会館１F）

島田駅から徒歩１分
☎0547-37-0431

診療時間：午前8時30分～12時、�
午後3時～6時

※土曜日午後は５時まで
（休診日：水曜日、日曜日、祝日）
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お誕生おめでとう
地　区 氏　名 性別 保護者

下 長 尾 佐
さ

藤
とう

　 圭
け

惟
い

男 昌　伸

♡ご結婚おめでとう♡
地　区 氏　名 前住所

上　岸
莊野　俊宏 上　岸

丸山　美希 上　岸

おくやみ申し上げます
地　区 氏　名 享年 届出人

高 郷 中村　喬吉 90 中村  惠

田 代 羽根田武重 90 羽根田美文

上 長 尾 野川　山次 86 野川 将博

地 名 坂下　　麓 89 坂下 秀三

下 長 尾 渡邉　　覺 80 渡邉 晴彦

崎 平 中野　　安 85 中野 裕文

徳 山 袴田　　貞 89 袴田三代治

■戸籍欄に掲載を希望されない場合は、届
出時に窓口でお伝えください。
■前々月に届け出された出生・婚姻・死亡
の届け出の内、本町に住所があり本町の窓
口（本庁・総合支所）で受け付け、掲載を
希望した分のみ掲載しています。
� 税務住民課 ☎（56）2222
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ラ
イ
ス

レ
ス
だ
と
感
じ
ま
し
た	

瀧 

智
之

松ま
つ

下し
た 

歩あ
る

叶と 

く
ん

父：治揮　母：香寿美
歩叶君！１歳のお誕生日
おめでとう！２人のお姉
ちゃんに囲まれて元気に
すくすく大きく、たくまし
く育ってくれて毎日たく
さんの笑顔をありがとう。
姉弟仲良く、これからもよ
ろしくね?

Ｈ
29・10・24　
地
名

　

本
小
６
年
生
の
鈴

木
涼
冴
（
前
山
）
さ
ん

が
９
月
18
日（
火
）の

朝
に
、
自
宅
の
庭
で

珍
し
い
ヘ
ビ
を
見
つ

け
た
と
写
真
を
送
っ

て
き
て
く
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
ヘ
ビ
は
「
シ
ロ
マ
ダ
ラ
ヘ
ビ
」
と
呼
ば

れ
て
い
る
日
本
固
有
種
で
、
白
っ
ぽ
い
褐
色
と

黒
の
ま
だ
ら
模
様
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ヘ
ビ
は
日
本
の
固
有
種
で
、
外
敵
に
見

つ
か
る
と
「
死
ん
だ
ふ
り
」
を
し
た
り
「
毒
は

無
い
が
毒
蛇
の
ふ
り
を
し
て
威
嚇
す
る
」
の
が

特
長
だ
そ
う
で
、
種
類
と
し
て
は
日
本
全
国
に

広
く
分
布
し
て
い
る
の
で
す
が
、
個
体
数
が
あ

ま
り
多
く
な
い
こ
と
と
生
息
密
度
が
低
い
た

め
、「
探
そ
う
と
す
る
と
な
か
な
か
見
つ
か
ら

な
い
」
事
か
ら
愛
好
家
か
ら
は
「
幻
の
ヘ
ビ
」

と
呼
ば
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
夜
行
性
で
目
立
た
な
い

場
所
に
隠
れ
て
い
る
こ
と

が
多
い
こ
の
ヘ
ビ
で
す

が
、
今
回
は
た
ま
た
ま
発

見
さ
れ
て
し
ま
っ
た
と
い

う
こ
と
で
す
ね
。

　
ち
な
み
に
こ
の
ヘ
ビ
は
、

数
日
間
虫
か
ご
で
観
察
し

た
後
に
山
へ
返
し
た
そ
う

で
す
。

▲発見されたシロマダラヘビ

第73回 国民体育大会　「福井しあわせ元気国体」
　９月30日から10月３日にかけて行われた福井国体におい
て、カヌースプリントのカヤック競技に町内から２人の選手
が出場しました。出場選手の大会結果をお知らせします。
◆カヌースプリント K1
　成年女子
　　大村　朱澄 選手（城北信用金庫）� 500ｍ　優　　勝

� 200ｍ　準 優 勝
　少年男子
　　松崎　巧汰 選手（川根高校）� 500ｍ　準決勝出場

� 200ｍ　準決勝出場

「幻」のヘ
ビ

発見!!

ここにも、一つの物語。
広報かわねほんちょう 2223
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ね
ほ
ん
ち
ょ
う
は
、
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

広
報
か
わ
ね
ほ
ん
ち
ょ
う
で
は
、
お
た
よ
り
な
ど
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

町
に
関
す
る
こ
と
、
広
報
に
関
す
る
こ
と
、
何
で
も
気
軽
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
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地
域
お
こ
し
協
力
隊
12
か
月
目
。

　
１
年
が
経
ち
ま
し
た
。
朝
晩
は
肌
寒

い
ほ
ど
に
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
そ
ろ

そ
ろ
伐
り
旬
に
も
な
り
ま
す
。

　
や
る
こ
と
は
た
く
さ
ん
で
す
が
、
２

年
目
に
向
け
て
木
木
是
好
日
で
す
。

一
年
を
振
り
返
っ
て

　
昨
年
の
10
月
か
ら
、
地
域
お
こ
し
協

力
隊
と
し
て
主
に
桑
野
山
貯
木
場
で
活

動
し
て
き
ま
し
た
。

　
昭
和
40
年
代
製
の
木
工
機
械
と
簡
易

製
材
機
で
の
ス
タ
ー
ト
で
、
町
民
の

方
々
の
持
ち
込
む
原
木
の
製
材
、
板
の

仕
上
げ
の
加
工
や
頼
ま
れ
た
木
工
品
の

加
工
、
木
の
駅
に
出
荷
す
る
木
を
伐
採

し
た
り
、
子
供
た
ち
の
木
工
体
験
や
エ

コ
テ
ィ
か
わ
ね
で
の
木
に
か
か
わ
る
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
た
り
、
あ
っ
と
い

う
間
に
１
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。

　
協
力
隊
の
活
動
と
生
活
の
中
で
、
多

く
の
町
民
の
方
々
と
交
流
で
き
た
こ
と

も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

町
の
魅
力

　
他
の
地
域
で
は
20
代
、
30
代
の
地
域

お
こ
し
協
力
隊
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

よ
く
講
習
な
ど
で
、
地
域
活
性
化
に
必

要
な
要
素
と
し
て
「
よ
そ
者
、
若
者
」

な
ど
と
い
う
話
を
よ
く
聞
き
ま
す
。
こ

の
話
は
「
あ
た
り
ま
え
の
中
か
ら
は
魅

力
を
見
出
し
に
く
い
」
と
い
う
こ
と
で
、

実
際
、
自
分
は
神
奈
川
県
の
逗
子
市
で

隣
の
鎌
倉
市
と
の
市
境
近
く
で
育
ち
ま

し
た
。
そ
し
て
成
人
し
て
か
ら
は
東
京

の
中
野
区
に
10
年
ほ
ど
住
み
ま
し
た
。

　
た
ま
に
出
身
地
の
話
に
な
る
と
「
い

い
所
だ
ね
」
な
ど
と
言
わ
れ
る
の
で
す

が
、
魅
力
は
？
と
聞
か
れ
る
と
な
か
な

か
出
て
き
ま
せ
ん
。

　
川
根
の
方
が
よ
ほ
ど
住
み
や
す
く
い

い
所
だ
と
、
本
当
に
そ
う
思
っ
て
い
ま

す
。
静
岡
の
市
内
に
住
ん
で
い
る
時
に

は
関
西
の
方
に
「
富
士
山
が
見
え
る
所

で
暮
ら
せ
る
な
ん
て
羨
ま
し
い
」
と
言

わ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
窓
か
ら
富

士
山
が
見
え
る
物
件
は
人
気
が
高
い
な

ど
と
い
う
話
も
聞
き
ま
す
。

　
た
だ
そ
う
い
う
地
域
で
は
富
士
山
が

見
え
る
の
は
あ
た
り
ま
え
に
な
っ
て
い

る
人
が
ほ
と
ん
ど
で
し
ょ
う
。

　
地
元
の
方
と
話
を
し
て
い
る
と
「
何

で
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
」
と
言
わ
れ
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
た
だ
前
任
の
田
村
く

ん
も
残
っ
て
い
る
し
、
緑
の
ふ
る
さ
と

協
力
隊
で
川
根
に
来
た
人
達
の
定
住
率

の
高
さ
を
考
え
れ
ば
こ
の
町
に
は
充
分

な
魅
力
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る

と
思
い
ま
す
。

　
移
住
者
も
含
め
、
あ
ち
こ
ち
で
、
地

元
の
方
が
少
な
く
な
っ
た
神
楽
な
ど
地

域
に
溶
け
込
ん
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

見
え
に
く
い
も
の

　
空
気
が
い
い
、
水
が
い
い
、
環
境
が

い
い
、
人
が
い
い
。
も
ち
ろ
ん
不
便
な

こ
と
も
あ
る
と
は
思
い
ま
す
。
先
日
、

久
し
ぶ
り
に
用
事
が
あ
り
逗
子
に
い
っ

て
き
ま
し
た
。
車
を
ち
ょ
っ
と
停
め
て

お
く
場
所
も
な
か
な
か
な
く
、
元
々
、

遊
べ
る
よ
う
な
き
れ
い
で
は
な
か
っ
た

細
い
川
の
上
に
フ
タ
を
し
て
、
そ
の
上

に
ギ
ュ
ウ
ギ
ュ
ウ
に
新
し
い
家
が
建
ち

並
ん
で
い
て
驚
き
ま
し
た
。

　
も
ち
ろ
ん
育
っ
た
町
で
良
い
と
こ
ろ

も
あ
る
し
、
移
住
し
て
く
る
人
も
た
く

さ
ん
い
ま
す
。
で
も
そ
の
時
、
川
根
の

戻
っ
て
き
て
ホ
ッ
と
し
た
記
憶
が
あ
り

ま
す
。

　
住
み
や
す
い
場
所
と
は
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
、
趣
味
、
家
族
の
こ
と
。
そ
れ
ぞ

れ
い
ろ
い
ろ
あ
り
、
変
わ
っ
て
い
く
も

の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
今
、
住
ん
で
い
る
方
々
が
「
こ
こ
は

良
い
と
こ
ろ
だ
よ
」
と
い
う
声
が
多
く

聞
け
る
場
所
。
そ
ん
な
町
が
い
い
町
な

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

二
年
目
に
む
け
て

　
こ
の
１
年
は
試
行
錯
誤
の
連
続
で
し

た
。
町
や
町
民
の
方
々
の
要
望
に
応
え

つ
つ
、
貯
木
場
内
の
木
工
施
設
を
予
算

を
な
る
べ
く
か
け
ず
に
使
え
る
よ
う
に

整
備
し
て
き
ま
し
た
。

　
製
材
機
に
関
し
て
は
「
も
う
少
し
本

格
的
な
物
に
し
て
は
ど
う
か
」
と
の
声

も
あ
り
ま
す
。

　
た
だ
、
製
材
機
の
み
で
は
あ
ま
り
生

産
性
は
変
わ
ら
ず
他
の
設
備
も
必
要
に

な
っ
て
き
ま
す
。
そ
れ
に
は
莫
大
な
費

用
と
人
材
、
広
い
場
所
も
必
要
に
な

り
、
現
時
点
で
は
あ
ま
り
現
実
的
で
は

な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
た
だ
、
こ
の
ま
ま
で
は
進
歩
も
な
い

の
で
、
製
材
機
は
部
品
の
購
入
を
お
願

い
し
て
い
ま
す
。
木
工
機
は
自
分
の
大

型
の
機
械
を
運
び
、
効
率
を
上
げ
て
い

く
予
定
で
す
。

　

ひ
と
り
で
や
っ
て
い
る
こ
と
な
の

で
、
も
う
少
し
活
動
も
シ
ン
プ
ル
に
し

て
、
身
の
丈
に
合
っ
た
持
続
可
能
な
仕

組
み
づ
く
り
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

次
に
繋
ぐ

　
「
よ
そ
者
、
若
者
」
の
若
者
の
方
に

自
分
は
当
て
は
ま
り
ま
せ
ん
が
、
協
力

隊
を
や
っ
て
い
る
理
由
は
年
齢
的
に
そ

れ
な
り
に
あ
る
経
験
を
活
か
し
て
、
次

に
協
力
隊
と
し
て
こ
の
町
に
来
る
か
も

し
れ
な
い
若
い
世
代
が
活
動
を
し
や
す

い
環
境
を
作
れ
れ
ば
と
い
う
思
い
が
あ

り
ま
す
。

　
20
代
の
自
分
が
桑
野
山
の
あ
の
広
い

施
設
を
管
理
す
る
よ
う
に
と
言
わ
れ
た

ら
、
か
な
り
苦
労
し
た
と
思
い
ま
す
の

で
。

　
１
年
間
川
根
本
町
の
皆
さ
ま
に
読
ん

で
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
の
木
木
是
好

日
、
今
回
で
終
了
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　
と
は
言
っ
て
も
協
力
隊
を
辞
め
る
わ

け
で
は
な
い
の
で
、
時
折
何
ら
か
の
形

で
活
動
報
告
は
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

Vol．12　「１年が終わって」Vol．12　「１年が終わって」

地域おこし協力隊　鈴木 健二の

都市部から地方へ移り住み、地域課
題の解決やさらなる活性化のために
活動する「地域おこし協力隊」。
日頃の取り組みの様子やその思い
を、皆さんにお伝えします。

きぎ・これ・こうじつ

広
報

か
わ

ね
ほ

ん
ち

ょ
う
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● 鈴木 健二　すずき・けんじ

神奈川県逗子市出身。東京、静岡の石油販
売会社に勤務したのち、個人で間伐と木工
の仕事を開始。協力隊として、桑野山貯木
場で製材・木工機械の管理と、地域の木材
の利活用促進に向けた「木」や「森林」に携
わる活動に取り組む。最近の関心は、古民
家や農業のほか、少し昔の時代のくらしや
道具など。前居住地は静岡市清水区。

●先日更新の委嘱状を
いただきました。
2 年目もお願いします


